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❶
区
長
は
辺
野
古
基
地
建
設
を

強
行
す
る
国
に
抗
議
す
べ
き
で
は
。

　
区
長　

❶
一
自
治
体
の
長
と
し

て
見
解
を
述
べ
る
こ
と
は
、
差
し

控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

西
大
井
の
住
宅
街
を
こ
わ
し
、
崖

を
削
り
、

街
を
分
断
す
る
補
助
29
号
線
道
路

は
白
紙
撤
回
を

　

❶
補
助
29
号
線
に
つ
い
て
の
都

か
ら
の
意
見
照
会
に
、
整
備
が
必

要
と
回
答
し
た
理
由
は
。
❷
戦
災

復
興
院
告
示
第
15
号
関
係
図
書
に

つ
い
て
ア
存
在
を
確
認
し
て
い
る

の
か
。
イ
写
し
は
縦
覧
さ
れ
て
い

る
の
か
。
❸
計
画
上
に
あ
る
西
大

井
五
丁
目
郵
便
局
を
残
す
こ
と
を

求
め
る
が
、
所
見
は
。
❹
反
対
す

る
住
民
に
、
事
業
へ
の
協
力
を
執

拗
に
求
め
る
こ
と
は
や
め
る
べ
き

で
は
。
❺
住
民
に
説
明
な
く
道
幅

等
を
変
更
す
る
こ
と
は
、
財
産
権

の
侵
害
な
の
で
は
。
❻
補
助
29
号

線
の
計
画
は
白
紙
撤
回
を
。

　
都
市
環
境
部
長　

❶
防
災
性
の

向
上
や
緊
急
車
両
の
円
滑
な
通
行

な
ど
、
木
密
地
域
の
抱
え
る
様
々

な
課
題
を
早
期
に
解
決
す
る
こ
と

が
重
要
と
考
え
た
た
め
だ
。
❷
ア

国
に
対
す
る
図
書
の
確
認
は
都
の

判
断
に
よ
る
も
の
と
認
識
し
て
い

る
。
イ
告
示
は
旧
都
市
計
画
法
に

基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
規
定
が
な

く
縦
覧
で
き
な
い
。
❸
十
分
配
慮

す
る
よ
う
求
め
て
い
く
。
❹
丁
寧

に
対
応
す
る
よ
う
、
都
に
求
め
て

い
く
。
❺
都
が
進
め
る
事
業
に
対

し
、
区
が
財
産
権
の
侵
害
を
判
断

す
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
。

❻
撤
回
を
求
め
る
考
え
は
な
い
。

際
限
な
く
ひ
ろ
が
る
超
高
層
再
開

発
は
中
止
を

　

❶
超
高
層
再
開
発
で
は
な
く
、

商
店
街
を
生
か
し
、
防
災
と
福
祉

の
ま
ち
づ
く
り
に
転
換
を
。
❷
品

川
駅
南
の
北
品
川
都
営
住
宅
等
を

再
開
発
の
種
地
に
当
て
る
の
は
や

め
る
べ
き
で
は
。
❸
超
高
層
の
目

黒
の
開
発
で
は
都
バ
ス
営
業
所
だ

っ
た
土
地
の
権
利
床
を
、
高
齢
者
・

障
害
者
の
施
設
等
と
し
て
活
用
す

る
よ
う
都
に
提
案
し
て
は
。
❹
過

去
10
年
間
の
再
開
発
の
う
ち
、
旭

化
成
建
材
が
く
い
打
ち
を
行
っ
た

事
業
等
で
デ
ー
タ
偽
装
は
あ
っ
た

の
か
。
❺
マ
ン
シ
ョ
ン
デ
ー
タ
偽

装
問
題
等
の
対
策
等
は
。

　
都
市
環
境
部
長　

❶
再
開
発
は

単
に
開
発
ビ
ル
を
建
設
す
る
だ
け

で
な
く
、
地
域
の
課
題
を
解
決
す

る
も
の
だ
。
❷
地
元
で
も
ま
ち
づ

く
り
の
機
運
が
上
昇
し
て
お
り
、

引
き
続
き
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
、
取
り
組
ん
で
い
く
。

❸
区
の
要
請
に
よ
り
、
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
等
を
整
備
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
❹
デ
ー
タ
流

用
の
報
告
は
な
い
が
、
外
構
工
事

で
記
録
が
な
い
も
の
が
１
件
あ
る
。

❺
国
の
動
向
を
注
視
す
る
。

人
間
ら
し
く
生
き
た
い
、
社
会
保

障
を
こ
わ
す
な

国
保
料
、
後
期
高
齢
者
保
険
料
は

値
上
げ
で
は
な
く
値
下
げ
こ
そ

　

❶
社
会
保
障
を
自
己
責
任
と
す

る
解
体
路
線
を
転
換
し
、
人
権
保

障
の
制
度
を
。
❷
区
独
自
に
国
保

料
均
等
割
の
１
人
１
万
円
引
き
下

げ
を
。
❸
生
活
困
窮
と
医
療
の
必

要
性
を
訴
え
る
滞
納
者
や
保
険
証

の
な
い
子
ど
も
に
、
短
期
証
を
発

行
す
る
厚
労
省
通
知
を
守
る
べ
き

で
は
。
❹
後
期
高
齢
者
保
険
料
に

つ
い
て
ア
値
下
げ
を
。
イ
国
に
特

例
軽
減
の
継
続
を
求
め
て
は
。

　
福
祉
部
長　

❶
社
会
保
障
制
度

を
推
進
す
る
立
場
で
事
業
を
実
施

し
て
い
く
。
❷
引
き
下
げ
る
予
定

は
な
い
。
❸
厚
労
省
通
知
に
基
づ

き
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。
❹
ア

東
京
都
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
の
構
成
員
と
し
て
意
見
を
申
し

上
げ
て
い
る
。
イ
要
望
し
て
い
る
。

品
川
区
い
じ
め
防
止
対
策
推
進
条

例
は
、

子
ど
も
の
い
の
ち
最
優
先
に
策
定

を
　

❶
条
例
案
を
本
会
議
へ
提
出
す

る
前
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の

実
施
を
。
❷
い
じ
め
克
服
に
、
厳

罰
化
や
道
徳
の
押
し
つ
け
な
ど
は

逆
効
果
で
は
。
❸
遺
族
な
ど
が
真

相
を
知
る
権
利
等
の
保
障
を
条
例

に
記
し
て
は
。
❹
教
育
大
綱
に
学

校
統
廃
合
の
検
討
を
明
記
す
る
必

要
は
な
い
の
で
は
。

　
教
育
次
長　

❶
本
会
議
提
案
前

の
発
表
等
は
行
う
べ
き
で
は
な
い
。

❷
罰
や
価
値
観
を
示
す
こ
と
等
で

い
じ
め
を
防
ぐ
と
の
考
え
は
な
い
。

❸
記
す
考
え
は
な
い
。
❹
統
廃
合

と
記
載
し
て
い
る
部
分
は
な
い
。

　

❶
す
ま
い
る
ス
ク
ー
ル
の
利
用

時
間
の
延
長
に
伴
い
、
平
成
28
年

４
月
よ
り
利
用
料
金
の
改
定
が
実

施
さ
れ
る
。
低
所
得
世
帯
な
ど
に

対
し
、
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
。

　
区
長　

❶
利
用
料
は
、
以
前
の

学
童
保
育
利
用
料
等
を
参
考
と
し

低
額
に
抑
え
た
と
こ
ろ
だ
が
、
減

免
制
度
に
つ
い
て
は
提
案
も
踏
ま

え
検
討
し
て
い
く
。

う
つ
病
対
策
に
つ
い
て

　

❶
区
が
行
っ
て
い
る
精
神
科
専

門
医
の
訪
問
相
談
は
、
初
回
の
み

の
対
応
だ
。
ま
た
、
訪
問
診
療
や

往
診
等
に
対
応
し
て
い
る
精
神
科

系
医
療
機
関
は
あ
る
が
、
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
だ
。

常
に
医
療
機
関
と
つ
な
が
り
継
続

し
た
受
診
が
で
き
る
よ
う
、
訪
問

相
談
等
の
強
化
を
。
❷
う
つ
病
の

方
の
社
会
復
帰
の
支
援
と
な
る
よ

う
、
身
近
な
品
川
区
で
独
自
の
デ

イ
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
。
❸

保
健
師
の
更
な
る
人
材
確
保
も
含

め
、
今
後
は
国
が
定
め
る
公
認
心

理
師
を
活
用
す
る
な
ど
、
う
つ
病

対
策
の
強
化
を
。

　
品
川
区
保
健
所
長　

❶
精
神
保

健
専
門
相
談
で
は
、
必
要
が
あ
れ

ば
繰
り
返
し
訪
問
を
行
う
場
合
も

あ
る
。
今
後
も
適
切
な
医
療
機
関

に
つ
な
げ
る
よ
う
き
め
細
や
か
に

対
応
し
て
い
く
。
❷
区
の
デ
イ
ケ

ア
事
業
は
、
精
神
疾
患
の
区
別
な

く
対
応
し
、
再
発
予
防
や
社
会
参

加
支
援
に
重
点
を
置
い
て
い
る
。

一
方
、
都
の
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
等
で
は
、
疾
患
別
、
目
的
別

に
行
っ
て
お
り
、
現
状
で
は
こ
う

し
た
機
関
と
役
割
分
担
し
て
い
る
。

❸
ま
ず
は
人
材
育
成
を
基
本
に
保

健
師
の
専
門
性
を
高
め
て
い
く
。

ま
た
、
公
認
心
理
師
な
ど
新
た
な

専
門
職
の
活
用
も
含
め
最
新
情
報

を
取
り
入
れ
つ
つ
、
専
門
機
関
と

の
連
携
を
深
め
て
い
く
。

市
民
科
と
道
徳
教
育
に
つ
い
て

　

❶
小
中
学
校
の
集
団
生
活
を
有

意
義
な
も
の
と
す
る
た
め
の
課
題

や
道
徳
教
育
の
重
要
性
に
つ
い
て
、

見
解
は
。
❷
児
童
・
生
徒
の
た
め

の
道
徳
教
育
は
、
そ
の
手
本
と
な

る
べ
く
私
た
ち
大
人
の
振
る
舞
い

そ
の
も
の
が
大
事
だ
が
、
学
校
・

家
庭
・
地
域
で
取
り
組
む
道
徳
教

育
に
つ
い
て
、
見
解
は
。
❸
市
民

科
学
習
で
は
、
先
生
の
経
験
値
等

に
よ
り
指
導
方
法
や
内
容
に
差
が

生
じ
る
と
い
っ
た
懸
念
も
あ
る
。

今
後
の
取
り
組
み
等
は
。
❹
区
の

い
じ
め
対
策
と
し
て
取
り
入
れ
ら

れ
て
い
る
学
級
診
断
ア
セ
ス
メ
ン

ト
（
学
級
風
土
調
査
）
の
調
査
結

果
を
、
市
民
科
学
習
に
活
用
で
き

な
い
の
か
。

　
教
育
長　

❶
自
他
理
解
や
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
身
に
つ
け

る
と
と
も
に
、
信
頼
や
思
い
や
り

と
い
っ
た
豊
か
な
道
徳
性
を
育
む

教
育
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
る
。

❷
学
校
で
は
、
家
庭
教
育
ブ
ッ
ク

「
し
な
が
わ
子
育
て
応
援
歌
」
等

を
保
護
者
会
で
活
用
す
る
と
と
も

に
、
地
域
の
方
も
参
加
し
て
い
る

市
民
科
授
業
地
区
公
開
講
座
を
通

し
て
情
報
を
共
有
し
、
つ
な
が
り

を
大
切
に
す
る
取
り
組
み
を
推
進

し
て
い
る
。
❸
教
員
の
経
験
値
等

に
よ
り
力
量
に
差
が
あ
る
た
め
、

各
学
校
に
い
る
市
民
科
推
進
教
師

に
よ
る
助
言
や
若
手
教
員
研
修
等

で
教
員
の
質
を
高
め
る
と
と
も
に
、

研
修
内
容
の
充
実
を
図
っ
て
い
る

と
こ
ろ
だ
。
❹
調
査
の
活
用
は
個

人
情
報
を
含
む
デ
ー
タ
の
た
め
、

直
接
教
材
と
し
て
扱
う
こ
と
は
難

し
い
状
況
だ
。
調
査
結
果
は
学
識

経
験
者
が
分
析
し
、
教
員
は
自
分

の
学
級
経
営
に
役
立
て
て
い
る
。

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置
促
進

に
つ
い
て

　

❶
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
は
、
地
震

発
生
時
に
電
気
の
供
給
を
自
動
的

に
遮
断
し
、
通
電
火
災
等
の
防
止

に
役
立
つ
と
さ
れ
て
い
る
が
、
医

療
用
機
器
等
を
使
用
し
て
い
る
場

合
の
対
応
な
ど
留
意
す
る
べ
き
点

も
多
い
。
今
後
、
更
な
る
普
及
啓

発
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
く
の

か
。
❷
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置

助
成
を
早
急
に
検
討
し
て
い
く
べ

き
で
は
。

　
災
害
対
策
担
当
部
長　

❶
感
震

ブ
レ
ー
カ
ー
の
電
気
火
災
に
対
す

る
効
果
に
加
え
、
タ
イ
プ
別
の
特

性
、
設
置
環
境
に
よ
る
作
動
の
違

い
や
使
用
に
当
た
っ
て
の
留
意
事

項
に
つ
い
て
、
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
の
各
種
広
報
媒
体
等
を
活
用
す

る
と
と
も
に
、
わ
が
家
の
防
災
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
の
改
訂
時
に
記
載
し

て
い
く
。
❷
設
置
助
成
は
、
ま
ず

は
木
造
住
宅
密
集
地
域
で
重
点
的

に
実
施
す
る
方
向
で
検
討
中
だ
。

地
方
自
治
を
守
れ
！

沖
縄
に
連
帯
し
品
川
か
ら
辺
野
古
基
地
建
設
強

行
に
抗
議
を

中
塚
　
　
亮
　
議
員

（
共
産
）

こんの孝子　議員（公明）

すまいるスクールの利用に
対する負担軽減策について

区議会防災訓練を実施しました

　平成27年12月５日（土）午前10時から、区内一斉防災訓練にあわせ、

区議会防災訓練を実施しました。

　当日は、品川区議会災害対策本部を設置し、各学校避難所訓練に

参加している議員との情報伝達訓練や各幹事長の緊急参集訓練など

を行いました。

　訓練実施における

課題や反省点につい

ては、今後、検討し改

善を図っていきます。


